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1.  平成24年12月期第3四半期の連結業績（平成24年1月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年12月期第3四半期 33,972 △9.0 2,612 △31.0 4,000 △16.3 2,261 △22.1
23年12月期第3四半期 37,333 4.1 3,783 35.0 4,780 32.9 2,904 37.2

（注）包括利益 24年12月期第3四半期 2,625百万円 （14.9％） 23年12月期第3四半期 2,284百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年12月期第3四半期 65.10 ―
23年12月期第3四半期 83.60 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年12月期第3四半期 116,831 106,323 91.0
23年12月期 115,532 104,740 90.7
（参考） 自己資本   24年12月期第3四半期  106,323百万円 23年12月期  104,740百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年12月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
24年12月期 ― 15.00 ―
24年12月期（予想） 15.00 30.00

3. 平成24年12月期の連結業績予想（平成24年 1月 1日～平成24年12月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 48,500 △5.8 4,500 △21.2 5,700 △20.1 3,200 △23.9 92.11



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年12月期3Q 35,980,500 株 23年12月期 35,980,500 株
② 期末自己株式数 24年12月期3Q 1,239,707 株 23年12月期 1,239,584 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年12月期3Q 34,740,832 株 23年12月期3Q 34,740,980 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要により、緩やかな回復傾向をたどっ

てまいりましたが、欧州債務問題や中国をはじめとする新興国経済の減速、長期化する円高の影響を背景に、先行

き不透明な状況が継続しております。 

 当社グループの商品需要とも関係の深い建築業界におきましては、住宅関連の一連の政策に加え、各種補助金制

度の下支え効果はありましたが、一部の住宅エコポイント制度の終了などにより、新設住宅着工戸数は低調に推移

しております。 

 このような状況の中、当社グループにおきましては、販売強化の為、新たな営業拠点として、長野県松本市に営

業所を開設するなど、お客様の幅広いニーズに迅速に対応する体制を整えるとともに、省エネ製品の普及拡大にも

積極的に取り組んでまいりました。 

 売上高を製品別に見ますと、給湯機器につきましては、省エネ意識の高まりなどにより、「エコフィール」、

「エコジョーズ」、「エネファーム」などの、高効率給湯器が順調に売上を伸ばしましたが、電力の供給不安を背

景に「エコキュート」は、販売減となりました。さらに昨年の震災後の復興需要の反動、豪州向けガス給湯器の販

売不調などから、全体で179億39百万円（前年同期比10.0％減）となりました。空調機器につきましては、国内向

け、海外向けともにエアコンが販売不振となり、全体で102億35百万円（同7.2％減）となりました。システム機器

につきましては、システムバスの「ＢＥＷシリーズ」の拡販セールを実施するなど施策を講じてまいりましたが、

全体的に前年の販売台数を上回ることができず、25億35百万円（同9.0％減）となりました。ソーラー機器につき

ましては、太陽熱と補助熱源の併用で更なる快適性を実現した、「エネワイター」が販売増となりましたが、「エ

コワイター」や太陽光発電が前年実績を下回ったことが影響し、全体で13億70百万円（同3.5％減）となりまし

た。その他は18億93百万円（同13.0％減）となりました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は339億72百万円（同9.0％減）となりました。また、利益面につ

きましては、全社を挙げて原価低減に注力しましたが、売上高の減少を補うことができず、営業利益は26億12百万

円（同31.0％減）、経常利益は40億円（同16.3%減）、四半期純利益は22億61百万円（同22.1％減）となりまし

た。 

  

 品目別売上高の状況  

         

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ12億98百万円増加し、1,168億31百万円とな

りました。主な増減としましては、投資有価証券が31億33百万円、商品及び製品が9億46百万円、有価証券が6億35

百万円増加し、受取手形及び売掛金が26億43百万円、現金及び預金が8億28百万円減少しました。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ2億83百万円減少し、105億8百万円となりました。主な増減としましては、支

払手形及び買掛金が9億49百万円、未払法人税等が8億52百万円減少し、短期借入金が9億50百万円、賞与引当金が5

億32百万円増加しました。 

  純資産は、前連結会計年度末に比べ15億82百万円増加し、1,063億23百万円となりました。主な増減としまして

は、利益剰余金が12億19百万円、その他有価証券評価差額金が3億63百万円増加しました。その結果、自己資本比

率は91.0％となりました。 

     

１．当四半期決算に関する定性的情報

  
当四半期（平成24年12月期第３四半期） 

 金額（百万円）  構成比（％）  前年同四半期比（％） 

給湯機器  17,939  52.8  △10.0

空調機器  10,235    30.1    △7.2

システム機器  2,535    7.5    △9.0

ソーラー機器  1,370    4.0    △3.5

その他  1,893    5.6    △13.0

合 計  33,972    100.0    △9.0
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 通期の業績予想につきましては、前回予想（平成24年７月27日発表）からの変更はありません。なお、本資料に

記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一

定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

  

 （４）追加情報 

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,035 5,207

受取手形及び売掛金 10,208 7,564

有価証券 8,977 9,612

商品及び製品 3,764 4,711

仕掛品 544 455

原材料及び貯蔵品 1,263 1,240

繰延税金資産 489 768

その他 36 388

貸倒引当金 △12 △12

流動資産合計 31,308 29,937

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,656 4,377

機械装置及び運搬具（純額） 1,257 1,099

土地 14,078 14,078

その他（純額） 233 415

有形固定資産合計 20,225 19,970

無形固定資産 228 179

投資その他の資産   

投資有価証券 62,121 65,254

長期貸付金 641 645

繰延税金資産 671 507

その他 338 339

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 63,770 66,744

固定資産合計 84,224 86,894

資産合計 115,532 116,831
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,322 4,372

短期借入金 650 1,600

未払法人税等 1,321 469

賞与引当金 204 737

製品補償損失引当金 200 94

未払費用 963 762

預り金 864 871

その他 479 547

流動負債合計 10,006 9,455

固定負債   

退職給付引当金 492 764

その他 292 288

固定負債合計 785 1,052

負債合計 10,791 10,508

純資産の部   

株主資本   

資本金 7,000 7,000

資本剰余金 3,568 3,568

利益剰余金 97,349 98,568

自己株式 △2,604 △2,604

株主資本合計 105,313 106,532

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △572 △209

その他の包括利益累計額合計 △572 △209

純資産合計 104,740 106,323

負債純資産合計 115,532 116,831

㈱長府製作所（5946）　平成24年12月期　第3四半期決算短信

5



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 37,333 33,972

売上原価 26,960 24,788

売上総利益 10,372 9,183

販売費及び一般管理費 6,589 6,571

営業利益 3,783 2,612

営業外収益   

受取利息 789 1,096

受取配当金 101 97

不動産賃貸料 258 272

その他 227 319

営業外収益合計 1,376 1,786

営業外費用   

支払利息 7 6

不動産賃貸費用 129 116

売上割引 197 177

有価証券売却損 1 61

その他 42 35

営業外費用合計 379 398

経常利益 4,780 4,000

特別利益   

投資有価証券売却益 260 89

その他 7 0

特別利益合計 268 89

特別損失   

固定資産処分損 3 26

投資有価証券売却損 19 10

投資有価証券評価損 154 354

災害による損失 135 －

災害損失引当金繰入額 100 －

その他 1 0

特別損失合計 414 392

税金等調整前四半期純利益 4,634 3,698

法人税、住民税及び事業税 1,718 1,720

法人税等調整額 12 △283

法人税等合計 1,730 1,436

少数株主損益調整前四半期純利益 2,904 2,261

四半期純利益 2,904 2,261
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年１月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,904 2,261

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △620 363

その他の包括利益合計 △620 363

四半期包括利益 2,284 2,625

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,284 2,625
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 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

前第３四半期連結累計期間（自平成23年１月１日 至平成23年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間（自平

成24年１月１日 至平成24年９月30日） 

 当社グループは住宅関連機器の製造、販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等
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